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被　服　155

紙おむフ内のS.れ佩衆μ:閔tる研鬼
　　　　　　　　　聖霊焚子短大　o蜃聞和子　か松真弥

目的　前帯でI?, 紙おむフの' i需･・漏収・薫iK゛に関iる性能E ･ 冴の槽垣■ 形態･ 材

質^の関係p' ら検討レ合わ-C:て号弓むフヒの比較£試かμ。冴の粕果。特しご蕉れタに

関K るin能ﾚこ若干の問題点が見らμμ。

　今回I?･　爽際の着同時の常例■£ Eデ)U Iこして着黛実験Ｅ行r^い、紙おむフ内の尿^増加

(こ伴なう･ 温庫･ (I度･ t量･ 贋3 の変化などE経時的回則定可るこいこj: （　Tiむフ内

の薫れ現象の一知見£ 得るこヒt i 的としｎ。

方泌　布販の紙吟ｃフS搾g試料として明いμ。最初lこ. 黒れiこ関可る項目'cして査－串

・保温令■ 通気度塀の火､験を行な、n 。被験看は、t7 －りレ指数の生似しﾐ健康な女子7

名である。37･ctこ温めr:人ｴｰ尿B 隈部わc 1.こ流し入収μ紙おむフE刄手脊|こ装着後バ簒冷

感・湿閥感･ 伏遣總^ 中俗7 tt. 甕椅湿度計E 閥いて弓えフ閃のil・湿度E. ま斥。蓼着

前後のj? さ及びt -tの変化ｌ経時的に測定しrこ。吃の際。人工一尿量を-30, bO, 卯、/ZP cc

k を化7 ir r-場合の経時変化として記銘しre。

帖果　紙おむフ内の温度＼s、葦量以ｼ･rjい場冶ヽl?上昇傾向Te-示lf P< . 90, 御cL＼t 尿号μ増

加T ろヒ■ 逆μ伶下するものが見ら似Tこ。紙おcフ囚の湿度I?. /珊隣接Iこii尿量め増加

μΓめ幻りTJ <一搾を吹！卯%前惰μ上昇しre。吊おcフでI*:. 装着直後に印坏H越える

ものそ｡ある．Bむフ宍の温度づ星戻の測衆値ヒ。感覚項目の温冷感・湿同感■ 訊慮外k- I?

一致しなヵ^7 rこ。尿量の増加に伴uい■ 弔石フＪリも紙おむフの重量のtt 加キが高い。

厚3 13・尿量が｀ダない場合にはμケするも(7! ir-見られ唇他＼? ■全拝的1 こ入秀が刀い。
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繊維集合構造体の通気性

奈良女大家政　○中西正恵　丹羽雅子
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維集合構造をもつ被服材料の通気性はその空隙構造に起因する特性である。そ

空隙m造は、保温性、透湿性などの熱・水分・空気の移動特性と深く関わって

しての性能を大きく支配している。本研究では、被服材料の性能設計の立場か

不織布、繊維塊などランダムに配向した繊維集合構造体を取り上げ、これらの

パラメータと通気性との関係を明らかにする。さらに、繊維が糸、布へと集合構

えた場合の通%性に間する予備的知見を得ることを目的とする。

　試料として、繊度の異なる一連のポリエステル不織布（2種の繊維を混合した混繊

む）、繊度のほか。断面形状、俐面形状の異なるポリエステル. Sび　羊毛、綿、絹

塊をとりあげる。測定には、川端の開発による通一気性試験機' '（KESF-8AP）を使用し、

についてはヽ試料面積を6.28CM^として、流速V ＝4CC／CM2゛SEC条件下で試料表裏の圧

p を検出することにより通気抵抗度R （=△Ｐ／ｖ）を得る。また、繊維塊については、

積を82 . 8CM2、流速を0.4CC／CM'・SECとした。そして、得られた通気抵抗度の結果を
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維集合体の適切な構造パラメータと関係づける。さらに、繊度の異なる羊毛繊維

同一番手でm数のほぽ等しい糸を平行に並べ、その通気抵抗度を不織布と同一条

し、糸構造をとった場合の繊維の太さが通気性に及ぼす影響についても調ぺる。

繊維集合体の通気抵抗度は繊維の太さ、織維集合構造体の厚さ、繊維の体積分率

述されることを明らかにした。また、繊維が糸構造をとった通気性についても、

さによる影響がみられ、繊維集合構造体の通気抵抗度を適切な構造パラメ-タに

述できることを明らかにした。　　　文献　1）川端季雄；織機誌･4!.T59.（1987)


